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紹介者によるまえがき
本稿は、ケンブリッジ大学の法制史学教授であったメイトランド (Frederic
William Maitland, 1850-1906.)が主として執筆したとされている F. Pollock and
F. W. Maitland, The History of English Law before the Time of Edward Iの第
2巻第 7章第 1節「婚姻」の紹介である。
メイトランドは、彼が生きた時代の婚姻を意識しつつであると思われるのだが、
中世イングランドにおける婚姻を多角的な視野から検討している。中世の婚姻が
その本質において現代の婚姻につながる可能性を予測してのことであろう。中世
イングランドにおいて、婚姻は理論的にも方式的にもキリスト教と密接に関わって
いた。キリスト教抜きでは婚姻は考えられなかったと言ってもよい。婚姻の意味
がキリスト教の教義と結びつけられ、婚姻に際しては教会での諸々の儀式が必要と
され、さらに宣誓による婚姻契約が必要とされる局面もあったのである(2)。婚姻
に関わる裁判管轄権は基本的に教会裁判所に属し、したがって、適用される法は
ローマ・カトリックのカノン法およびイングランドの教会法であった。しかしなが
ら、当時において家族形成の原点であったに違いない婚姻という行為に、コモン・
ローそして地方の慣習法がどの程度関わることができたかも、重要な研究課題の一
つとなるであろう。メイトランドは、婚姻に関わるカノン法および教会法の分析と
認識に加えて、12世紀の『グランヴィル』や 13世紀の『ブラクトン』を引用しな
がら世俗法としてのコモン・ローにも言及し、また国王裁判所の判例を参照してい
る。彼はさらに、ドイツ法制史やフランス法制史の成果を緻密に検討する比較法制
史的な方法を駆使して研究の深化をはかっている。
われわれの最終的な課題は、国王裁判所ならびに地方の荘園裁判所の諸記録にあ
らわれる婚姻にまつわる事件とその解決方法を検討し(3)、中世イングランドにお
(2)婚姻成立要件に関わる議論として、直江眞一「ヴァカリウスの婚姻論」（『法学』第 63巻
第 6号、1999年）、同「アレクサンデル三世期における婚姻法―1177年 6月 30日付ファ
ウンテン修道院長およびマギステル・ヴァカリウス宛教令をてがかりとして―」（『法政
研究』第 81巻第 3号、2014年）を参照。
(3)さしあたり、加藤哲実「荘園裁判所における姦通告発―中世イングランド農村における
婚姻の慣習と法―」（『明治大学社会科学研究所紀要』第 52巻、第 1号、2013年）、同
「中世イングランド農村における非嫡出子の地位」（『法律論叢』第 89巻第 4・5合併号、
2017年）を参照。
482
明治大学　法律論叢 91巻 1号：責了 book.tex page483 2018/10/17 09:23
ポロックとメイトランド著「婚姻」の紹介 (1)（加藤）
ける婚姻とは何であったのかを家族あるいは子供との関係を含めて明らかにする
ことであるが、ここでは、その研究の前提として、その時代の婚姻についての考え
方を学んでゆくことにしたい。このような、いわば歴史的そして原理的な研究は、
同性婚の承認と制度化というようなところにあらわれてくるような、わが国を含む
世界的な傾向としての婚姻形態の変化の中で、そもそも個人と個人とが愛によって
結びつく婚姻とはなんであろうかという重大な問題の考察に寄与するのではない
かと考えている。
以下の第 1節から第 37節は、原文では小見出しとして表記されている。番号は
紹介者によるものである。なお、脚注は、すべて紹介者によるものである。原注は
本稿では割愛している。
1．婚姻法の古代的遺物 (Antiquities of marriage law.)
古代ゲルマン人の婚姻の性質は、今日において、活発な議論のテーマとなって
きた。異教崇拝の時代にどのようなことが起こっていたのかに関する第一級の証
拠が欠如していたことが、独創的な理論の形成に大きな余地を与えている。古い
テキストは、それがどんなものであっても、キリスト教によって非常に曲解され
歪められてきたために、われわれの思索の明確な出発点を見つけることができ
ないでいる。最古のチュートン人の法において「略奪による婚姻 (marriage by
capture)」の痕跡が多く見られるということが、真実味をもって語られている。
「略奪婚 (rape-marriage)」は、もしもそのように呼ぶことができるならばだが、
それは処罰されうる犯罪である。しかしそれでもなお、それは婚姻である。イン
ド人の法書の中にもそれが見いだされる。しかし、普通の適法な婚姻は「売買婚
(sale-marriage)」である。支払われた金銭を考慮して、花嫁は花婿に渡されるの
である。タキトゥス（Tacitus, c.55-c.120）が述べている「花嫁売買 (bride-sale)」
は、奴隷の売買ではなかった。それは女性奴隷の売買とは異なっていた。それは、
女性に対するムント (mund)すなわち保護権 (protectorship)の売買であった。厳
格な契約によって配偶者としての立派な地位が彼女のものとなった。これは、女性
自身がこのことにおいて何らかの選択権を持っていたことを、必ずしも意味するわ
けではない。クヌート王 (在位 1016年-1035年)でさえ、女性が彼女が嫌っている
男性に売却されることを禁じなければならなかった。しかし、既に述べたように、
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われわれは、かつてイングランドにおいて妻が完全に夫の支配下に置かれていたと
確信することはできない。夫は妻の主人となったけれども、その妻と彼女の血縁上
の男性親族たちとの繋がりが断たれたわけではない。夫ではなく妻の血縁上の男
性親族たちが彼女の犯罪行為に対して支払いをせねばならず、また彼女の人名金
(wergild)を受け取ったのである。しばらくの間妻に対する夫の権力が減るよりは
むしろ増えたことは、決してあり得ないことではないように思われる。そして、ア
ングロ・サクソン人の婚約に光を当ててみると、その婚約は、それによって花嫁の
男性親族が、女性親族に対する彼らの諸権利（その諸権利は花婿に渡されるのであ
るが。）の対価を受け取るような現金取引ではないことが分かる。むしろ、花婿が
花嫁の男性親族たちと、彼が彼の将来の妻に財産を承継させることについて契約す
るのだと、われわれは言わなければならない。彼は、もし彼女が「彼の婚姻の意
思に従う」ならば受け取るはずのモーニング・ギフト（朝の贈り物。結婚の翌朝、
新郎が新婦に与えた。）と、彼女が彼よりも長生きした場合に受け取るべき寡婦産
(dower)について宣言し、保証するのである。確かに彼女の男性親族たちはその契
約から利益を得ているようであるが、家父たちや封建的領主たちがはるか後の時代
に望むように、より重要なことは、彼ら男性親族たちが妻や未亡人として彼女が立
派に扱われることを彼女に代わって要求するのは当然であるということだ。この
ような古い時代に属する表現や儀式は、古代的な遺物の興味深い保管庫、すなわち
イングランドの教会の婚姻儀式の中で長く保存されるであろう。
2．婚姻の行為とは何か (What is the act of marriage?)
婚姻とは、婚約によって始まるのか、花嫁を花婿に引き渡すことによって始まる
のか、あるいは肉体関係によって始まるのかは、解決されていない多くの問題のう
ちの一つである。一つには、婚約、つまり花婿と花嫁の父親または別の保護者との
間での約束が、有効な婚姻にとって不可欠であったということを、われわれは確信
できない。われわれは、略奪婚の可能性 (強い可能性と言ってもよいのであるが。)を
考慮しなければならない。キリスト教会が次第に公式化していった理論によると、
もしも女性が拉致に合意したならば、有効な婚姻に不可欠の全てもの、すなわち夫
と妻になろうとする合意と性的な結び付きがあったということになった。宗教的儀
式にのっとって執りおこなわれる婚約が存在したときには、花婿が花嫁に対する、
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第三者に対抗できる諸権利をそれによって獲得したということ、そして、彼女を不
法にさらう者は花婿に贖罪金 (bot)を支払わねばならなかったということはありそ
うなことだ。他方、婚約だけで婚姻成立というのは言いすぎであろう。もしもどち
らかの当事者が自分の契約の履行を拒否したとしても、その者は金銭の支払いを強
制され得ただけである。花婿が履行を拒否した場合には、彼は婚資 (bride-price)
として支払ったものを失った。花嫁が履行を拒否した場合には、花婿は婚資として
支払った金額の 3分の 1増しの金額を受け取った。これらは教会によって強制さ
れたルールであり、もしも娘が以前に婚約した男性を頑なに拒否したならば、教会
は娘の両親が娘を別の男性に嫁がせることができると考えていたのである。
3．教会法学の成長 (Growth of the ecclesiastical jurisdiction.)
ここイングランドにおいて既に 7世紀に、教会は、これらの事柄について意見を
述べていた。肉欲の罪に対する教会の闘いがあったために、教会は婚姻及び婚姻に
関わる全てのことに興味を持つようになっていた。教会は、「禁婚親等 (prohibited
degrees)」を明確にすることと、近親相姦の婚姻を防止する試みにとりわけ熱心で
あった。これは、最初の伝道師たちが教皇に相談した事柄であった。そして教皇は、
彼ら伝道師たちに、新しい改宗者たちにあまり厳しくしてはならないと告げたの
であった。その後少し経ってから、カンタベリー大司教のシオドア (Theodore)(在
位 668年-690年)は、婚姻と離婚に関する多くの規則を規定することができたの
であった。これらの規則の多くは、違反には悔い改めを科すことによってのみ守ら
せることができる規則であったが、しかし、それらの規則のいくつかは、どれが合
法の婚姻でどれが合法でない婚姻かを決める規則であった。そしてわれわれは、王
国がそれらを承認したと考えるに十分な理由を持っている。いくつかの事例では、
とりわけそれらの規則が離婚を扱うときには、それらは、妥協的な規則に見える。
それらの規則は、古代ゲルマン人の慣習に譲歩し、厳格さを伴う婚姻の分離不能を
主張しないのである。その厳格さとは、キリスト教の教父たちの教えが、われわ
れに期待するよう導いたものである。異教徒のデーン人たちの新たな侵略 (9-11世
紀)は、教会が承認し得たような婚姻法の発展を遅らせたに違いない。とにかくノ
ルマンディーにおいては、貴族たちは、教会が非難するような疑わしい種類の婚姻
をデーン人の既婚女性 (uxores Danicae)とおこなうのである。そこでは妻は、彼
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女の夫と同等の地位ではない。厳格な婚約はなかった。子供たちは、彼らの父親の
土地を相続しないであろう。妻は、彼女の夫が婚礼の翌朝に与えるモーニング・ギ
フトで満足しなければならないであろう。しかし、このようなことではあったが、
そこに婚姻はあったのである。われわれが、あえて単なる内縁関係とは呼ばないよ
うな何かがである。あの際だってキリスト教的なクヌート王は、教会的な精神で婚
姻に関する立法をおこなった。すなわち、姦通をおこなった妻は、彼女の不義が公
になっていない限り、裁判のために司教に引き渡されることになっていたし、姦通
をおこなった夫は、彼が司教を納得させるまでは、あらゆるキリスト教上の権利
を剥奪されることになっていた。司教はこれらの罪人の裁判官になりつつあった。
そして、姦通を処罰する裁判官は、婚姻の認知をおこなわねばならなかった。
4．イングランドにおける婚姻法学 (Matrimonial jurisdiction in
England.)
ローマに負っていた負債を、世俗の裁判所から教会の裁判所を明確に分離するこ
とによってノルマン征服王が支払ったとき、教会裁判所が婚姻法の全ての領域を自
分のものだと主張することができるようになった。多分、この主張は突然強く主張
されたのではなかったであろう。「ヘンリーⅠ世の法 (Leges Henrici)」(ヘンリー
Ⅰ世、在位 1100年-1135年)は、姦通に関する古法を明言しようと努めた。男性
の罰金は国王に支払われ、女性のそれは司教に支払われた。しかしどこでも教会
は、婚姻法のすべてを主張し始めていたし、教会法学者たちは、精巧な婚姻法学
を構築しつつあった。12世紀中葉までに、すなわち、イタリアの教会法学者グラ
ティアヌス (Johannes Gratianus, 1100?-1150?)が議論のあるカノン法準則の用
語索引を編集していたときまでに、婚姻は教会裁判所に属するということがイング
ランドにおける法になっていた。Richard de Anestyの記憶すべき訴訟は、教皇
答書の権威のもとで 1143年あるいはその頃に宣言された離婚の成果であった。そ
の教皇答書は、外見上は、カノン法の特徴的な見解が何であるかを説明するもので
あった。子供が生まれた後に教会において宗教的儀式にのっとって挙行された婚
姻は、その婚姻よりも早い時期に合意の言葉の単なる交換によって成立した婚姻
を重んじる立場から、無効なものとして退けられた。この後すぐに、『グランヴィ
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ル(4)』の著者は、教会裁判所が婚姻があったのかどうかの問題について独占的な
裁判権を有していたことを認めた。また『グランヴィル』の著者は、国王裁判所
が、その問題を扱う能力が自分の側にないことを公言しつつ、ある訴訟当事者が嫡
出子であるか否かを決定することについて、司教に常に問い合わせていたことを認
めた。それ以降、カノン法 (canon law)(5)がイングランドの婚姻法であった。わ
れわれは、あえてカノン法の主な準則について詳細に説明しようとは思わないけれ
ども、それらについて幾つかは述べなければならない。
5．カノン法の婚姻理論 (Canonical theory of marriage.)
しばらくの間普及していた法理によると、男性と女性が一つの肉体となるまでは
婚姻はなかった。法の厳格さにおいて必要不可欠のものは、その時から夫と妻に
なるという意思を伴うこのような肉体的結合 (physical union)であった。これに
先行するものはすべて単なる婚約 (desponsatio)にすぎず、またその配偶者間の関
係は解消できるものであった。とりわけ、婚約中の男女のどちらか一方が第三者
と完全な婚姻契約を結んだ場合は、それは解消された。しかしながら、古典的な
カノン法がはっきりとした形をとりつつあった 12世紀の間に、新たな区別が前面
に出てくることになった。婚約には 2種類あり、一つは未来形の文言による婚約
(sponsalia per verba de futuro)であり、それは男性と女性がこれから先、夫と妻
になるということをお互いに約束した場合に起こるものである。もう一つは、現在
形の文言による婚約 (sponsalia per verba de praesenti)であり、それはお互いを
今まさにこの瞬間に夫と妻として受け入れるということを宣言する場合に起こる
ものである。それ以後、現在形の文言による婚約は、ほとんど解消することのでき
ない結び付き (bond)を創り出すということが確立された法理となる。とりわけ、
配偶者の一方が別の誰かと婚姻の儀式をおこない、肉体関係を持った (physically
united)としても、先の婚約は解消されないこととなった。「現在時制の文言によ
(4)『グランヴィル』とは、1180年代末に書かれた法書『グランヴィル』(Glanville)を指
している。G. D. G. Hall, (ed.) (1965), The Treatise on the Laws and Customs of the
Realm of England commonly called Glanville (London); グランヴィル著、松村勝二
郎訳『中世イングランド王国の法と慣習』（明石書店、1993年）。
(5) canon law(カノン法)とは、ローマ・カトリック教会法であり、ecclesiastical law(教会
法)とは、イングランドの教会裁判所が運用する法である。
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る（by words of the present tense）」婚約は、婚姻 (matrimonium)を、とにか
く始まったばかりの婚姻をだが、形成するのである。その配偶者たちは夫婦であ
る。彼らの関係は、すでに完全な婚姻となったかのようにほとんど分離できないの
である。しかしながら、必ずしもまったく分離できないというわけではない。配偶
者は男性でも女性でも、修道院に入ることによって、まだ床入りによる完成に至っ
ていない婚姻から自由になることができたであろうし、またこのような婚姻はロー
マ教皇の統治権の中にあったのである。今日においてさえ、われわれが使用してい
る専門用語は、より古い法理を思い起こさせる。なぜなら、まだ「床入りによって
完成されて (consummated)」いない婚姻は、言葉遣いを正確にすると、まったく
婚姻ではなかったはずだからである。未来形の文言による婚約については、教会法
学者たちの法理によれば、そのような未来形の文言による婚約が先にあるならば、
性行為によって婚姻が成立した。法の推論は、肉体の結合 (carnalis copula)を、
先行する婚姻の約束によって説明したのである。彼らがこうしてたどり着いた法体
系は、人類の知恵の傑作であるとはとても言えない。世界中の人々のうちで、恋人
たちは最も現在形と未来形の時制を正確に区別しそうにない人々なのである。中世
において、婚姻もしくはそれに類似のものは、非常に不安定であった。長い年月続
いた男女関係は、姦通であることが非常に容易に証明されたであろうし、また男性
側も女性側も、宣誓の上「私は結婚するでありましょう (I will)」とか「私は結婚
します (I do)」と述べるのは難しかったと思われる。このような法理に対する強い
異議が、イングランドに渡来したイタリア人の注釈学者ヴァカリウス (Vacarius,
c.1120-c.1200.)によってなされたということは注目に値する。彼は traditio、つま
り男性が女性に、そして女性が男性にといった自己引き渡しなしには婚姻は成立し
得ないと主張したのである(6)。しかしながら、彼の説が普及することはなかった。
6．儀式は必要条件でない (No ceremony requisite.)
われわれの考えからすれば、確かに方式的であるべきであった婚姻契約は、すべ
ての契約の中で最も方式的でないものにされてしまった。キリスト教徒の配偶者た
ちは彼らの婚姻に対する祝福を求めるべきだし、彼らは彼らの婚姻契約を教会の正
面で公に認めるべきだと、非常に古い時代から教会が主張してきたことは事実であ
(6)直江「ヴァカリウスの婚姻論」112頁も参照。
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る。ユダヤ人、ローマ人あるいはゲルマン人の世俗法によって要求されていた諸々
の儀式はおこなわれるべきであったし、それらの儀式に新たな宗教的色彩が与えら
れた。ベールと指輪は聖別された。婚約について記述しているアングロ・サクソン
時代の小冊子は、正当な根拠なしにエドマンド王 (在位 939年-946年)の法の一部
として扱われてきたのだが、その中にミサ司祭が登場するのをわれわれは見るので
ある。しかし、そのミサ司祭に割り当てられる役割は副次的なものである。花嫁の
親族と花婿との間で宗教的儀式にのっとった協定がどのように結ばれるかを読ん
だ後でわれわれは、花嫁の引き渡しの際に、どのようにミサ司祭が立ち会い、二人
の結び付きを神の恵みによって確認するのかを読むのである。しかし、キリスト教
諸国家における現在の婚姻慣習の多様さは、教会がある一つの儀式を本質的なもの
として選び出すことを妨げた。極端な立法以来、教会が罪を重ねているのではない
かという危惧によって、教会は緊張を強いられた。神によって祝福されず内密に契
約された婚姻があったとすれば、それは良くなかった。それでも、内縁関係や自由
に解消できる結び付きよりは良かった。そして、宗教的儀式を伴わずに契約された
婚姻はまったくもって婚姻でないと教会が布告するように時折見えたけれども、教
会はそのような布告を差し控えた。例えば、ノルマン征服の直ぐ後に、カンタベ
リー大司教のランフランク (Lanfranc)(在位 1070年-1089年)は、自分の娘または
親族の女性を司祭の祝福なしに花婿に引き渡す男性を強い言葉で激しく非難する
法令 (constitution)を発した。ランフランクは、そのような結び付きをもつ当事者
たちは姦淫者たちであると述べたのである。しかし、彼が、その結び付きは解消で
きない婚姻ではない、と言ったかあるいは意味したかは非常に疑わしい。いずれに
しても、12世紀において、さまざまな教会が諸々の婚姻儀式 (それは、古代ゲルマ
ン人の慣習から多くの言い回しと象徴を借りていた儀式であるが。)をこの頃までに
発展させていたのだけれども、方式のない婚姻も祝福のない婚姻も婚姻であること
が明らかになった。ローマ教会から名声と特権による喝采を受けたヒューバート・
ウォルター (Hubert Walter, ?-1205.)大司教は、1200年に、ランベス (Lambeth)
での会議において、教会での婚姻公告が 3回おこなわれるまでは婚姻の挙式はなさ
れるまじきことと宣言する法令を公布した。教会の正面で公然と、そして司祭立
ち会いの下ででなければ、だれも結婚できなかった。別のやり方で結婚した人々
は、司教の許可がなければ教会へ入ることを許されなかった。1215年のラテラノ
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公会議において、ローマ教皇インノケンティウスⅢ世 (InnocentiusⅢ)(在位 1198
年-1216年)は、「婚姻公告を宣言する」慣習、すなわち提起された婚姻に反対して
主張されうる何らかの理由ないし障害があればそれを述べるよう促す慣習、そして
その慣習はそれまで幾つかの国で通用していたのであるが、その慣習を西欧のすべ
てのキリスト教国に適用拡大したのである。その時以来、婚姻公告を伴う婚姻は、
婚姻公告を伴わない婚姻よりも確かな法的優越性を持った。そのことについては、
われわれが後に「誤想 (putative)」婚について語るときに説明されるであろう。し
かしまだ、方式もなく祝福もない婚姻も婚姻だったのである。
7．教皇アレクサンデルⅢ世の教令 (Decretal of AlexanderⅢ.)
アレクサンデルⅢ世 (在位 1159年-1181年)がノリッジの司教に宛てた教令は次
のようなものである。「われわれはあなたの書簡から次のように理解した。すなわ
ち、以下のとおりである。ある男性と女性が、彼らの領主の命令に従ってお互いに
お互いを受け入れた。司祭は立ち会わなかった。そして、イングランドの教会が常
に採用していた儀式も執りおこなわれなかった。その後、彼らが肉体関係を結ぶ前
に、別の男性が儀式にのっとってその女性と結婚し、彼女と肉体関係を持った。わ
れわれは次のように答える。もし最初の男性と女性が、一方が他方に、『私はあな
たを私のもの (meum)として受け入れる。』と述べ、他方が一方に、『私はあなたを
私のもの (meam)として受け入れる。』と述べつつであるが、現在に向けてなされ
たお互いの合意によってお互いを受け入れたならば、その場合には、前述のような
儀式は執りおこなわれなかったけれども、そしていかなる肉体関係もなかったけれ
ども、その女性は最初の男性のところに戻されるべきである。なぜなら、このよう
な合意の後には、彼女は別の男性と結婚することはできないし、するべきではない
からである。しかしながら、もし前述のような現在形の文言による合意がなかった
ならば、そして未来形の文言による合意 (a consent de futuro)が先行する肉体関
係がなかったならば、そのときにはその女性は、後に彼女を受け入れて彼女を知っ
た 2番目の男性の妻とならなければならない。そして彼女は、最初の男性の求婚か
ら解放されなければならない。そして、もし彼がその女性と結婚することを約束し
たかあるいは誓ったにもかかわらず、彼に約束違反ないし誓約違反があった場合に
は、彼は悔い改めをしなければならなかった。しかしもし当事者のどちらかが訴え
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たならば、その時には、その訴えが依頼状の条項によって除外されない限り、あな
たはその訴えを尊重しなければならないのである。」
われわれは、この教令について詳細に述べてきた。なぜなら、その教令が、ヘン
リーⅡ世治世下のイングランドにおいてカトリックのカノン法が及ぼしていた影
響力がいかに強かったかを示し、そしてまた、そのカノン法の婚姻理論を簡潔に要
約していたからである。次のような有力な事件が存在した。一方では、聖別されて
おらず (unhallowed)、性行為によって完全なものとされていない現在形の文言に
よる単純な婚姻合意があり、他方で、宗教的儀式にのっとって挙行され、かつ性行
為によって完全なものとされた婚姻があった。方式にのっとっていない言葉の取
り交わしの効力が、神聖な儀式と性行為とが結合した効力に勝ったのである。
8．イングランドにおける婚姻法 (Law of marriage in England.)
そして今や、われわれは次のように言わなければならない。すなわち、1843年、
わが国の最高裁判所において、3人の学識ある貴族が、イングランドの教会法とコ
モン・ローのもとでは、叙階された聖職者の立ち会いは、有効な婚姻の成立にとっ
てはるか昔から不可欠であったと主張した、と。一つの事件において、彼ら 3人の
貴族の見解が、他の同様に学識ある 3人の貴族の見解に対して勝利を収めたので
あった。そして現代では、イングランドのあらゆる裁判所は、このようにして広
まった婚姻理論を採用するよう義務づけられるであろう。この問題が再び実際に
重要となることは、ほとんど考えられない。それゆえにわれわれは、以下のように
述べることができる。すなわち、たとえ勝利の原因がその貴族たちを喜ばせたのだ
としても、中世史家たちを喜ばせるものは、敗北の原因である、と。
9．イングランドの教会裁判所の法 (Law of English ecclesiastical
courts.)
しかしながら、われわれは、教会法と世俗法を区別しなければならない。前者に
関しては、とにかく 12世紀中葉からトリエント公会議 (1545年-1563年)までに
おいて何がカトリック教会の法であったかを疑う者はいない。すなわち、有効な婚
姻の成立には、宗教的な儀式も司祭の立ち会いもあるいは「叙階された聖職者」の
立ち会いも必要でないというのがその法であった。内密の婚姻、祝福されていない
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婚姻は、禁じられた。そうすることは禁じられていた。教会が彼らの婚姻を祝福す
る前に性行為に至った夫婦は罪を犯したのであり、悔い改めを迫られた。彼らは、
教会の激しい非難によって、教会の正面で結婚式を挙げることを強いられるであろ
う。しかし、彼らは、現在形の文言による合意を取り交わしたとき、あるいは未来
形の文言による合意を取り交わした後に肉体関係を持ったときには、すでに結婚し
たとされた。しかしながら、この件において、イングランドの教会がローマ・カト
リック教会から離れていったということが主張された。このありそうもない主張
についての証明は、エドマンド王の法と言われている法の中に見いだされるもの
や、前述のランフランク大司教の法令の中に見いだされるものを除けば、一切用意
されてはいない。これらについては、次のように述べれば十分である。すなわち、
第一に、いわゆるエドマンド王の法（しかしそれは法ではないのであるが。）は、
ミサ司祭の立ち会いなしでは婚姻はありえないとは明言していない。第二に、おそ
らくランフランクのカノン法も、このようなことを述べもしないし意味することも
しないであろう。そして第三に、その問題が 12世紀中葉以降にイングランドで普
及していた教会法についての問題であった時代には、それら両文書とも非常に古い
時代のものであったので、あまり重要ではなかった。他方でわれわれは、当時にお
いてローマ・カトリック教会の法がイングランドにおいて実行されていたことを示
す非常に明白な証拠を持っている。このことは、前述のアレクサンデルⅢ世の教令
においてのみならず、イングランドからローマに申し立てられた婚姻問題に関する
多くの上訴においても見ることができる。イングランドの教会裁判所にとって、こ
の生き生きした点について分離を企てる法を維持することは、高等法院の裁判官
にとって貴族院の決定を頑固に無視することと同じくらい不可能だったであろう。
あらゆる判決からの上訴が存在したであろうし、また破棄も当然にあったであろ
う。そして、このような事態がほんの数年間でさえ存在したならば、確かにイング
ランドの高位聖職者ないし教会法学者は、われわれの島国の法を詳述しようと努力
したであろう。しかし、誰もそのようなことをしなかった。イングランドの教会が
カトリックの婚姻法を受け入れたとか採用したと述べるのは、正しくないであろ
う。イングランドの教会の指導者たちは、彼らの法を自由に取捨選択できるとは決
して考えなかったのである。われわれは次のように尋ねるように要請されてきた。
すなわち、数世紀にわたって、わが国の教会はキリスト教の秘蹟の一つの基本的要
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素において異端めいた堕落に蝕まれていたのか、そしてまた、誰一人としてこれを
注視に値するとは考えなかったのか、と。そしてそれは奇妙な堕落であった。イン
グランドの教会は聖職者による祝福を要求しなかった。イングランドの教会は、ト
リエント公会議が賢明にも要求したようには教区司祭による証明を要求しなかっ
た。イングランドの教会は、教会における儀式を要求しなかった。イングランドの
教会は、「叙階された聖職者」の「立ち会い」を要求しただけなのである。
（未完）
村山眞維教授の古稀を謹んでお慶び申し上げます。この 14年の間、法社会学と
いう土俵において、ともに切磋琢磨できたことに感謝しつつ、先生のますますのご
活躍をお祈り申し上げます。
（明治大学法学部教授）
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